
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 〇学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上を目指す。
〇生徒意識調査で「一人一人に分かり
やすく教えてもらっている」の回答率
90％以上を目指す。

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。
・TTによる授業を行い、困り感を持つ生
徒の支援を行うと同時に細やかな指導
により、基礎学力の定着に努める。

A

・校内研究や各教員でたてたマイプランをもと
に授業改善に取り組むことができた。
・TTの活用や小テスト、単元テストの実施によ
る基礎学力の定着に努めた。「一人一人に分
かりやすく教えてもらっている」に対する肯定
的な回答が95.7％と目標を達成することがで
きた。継続して取り組むとともに、今後さらな
る方策を検討していきたい。

A

・校内研究では、研究授業や学力状況調査の
分析を行い、授業改善に努めた。
・小テストなど行い基礎学力定着に向けた取
り組みを継続的に行った。「一人一人に分かり
やすく教えてもらっている」に対する肯定的な
回答が90.6％と目標を達成することができた
が、さらなる改善を行っていきたい。

A

・学力向上のためにマイプラン実践を通して
わかりやすい授業をされています。ただし、そ
うではない少数派の生徒については、どこに
分かりにくさを感じているのか、その原因を
探って、積極的に彼らの援助をしてほしい。

○学習環境づくり ○意識調査で「どの授業も落ち着いて学
習ができている」90％以上を目指す。
○意識調査で、家庭学習の充実度に対
する生徒・保護者のプラス評価85％以
上を目指す。

・学年掲示スペースの活用。各教室の
学習環境整備を図る。
・「家庭学習のすすめ」を全家庭に配布
し、家庭と連携して家庭学習の習慣化を
図る。
・生徒・保護者に自主学習ノートの活用
法や学習例を提示する。

B

・職員で共通理解のもと授業を行った。「どの
授業も落ち着いて学習ができている」に対す
る肯定的な回答が92.4％で、目標の数値に到
達した。
・家庭学習に対し、肯定的な回答をしている生
徒の割合は90.4％と目標に到達したが、さら
に生徒・保護者に自主学習ノートの活用法や
学習例を提示していきたい。

B

・家庭学習に対し、肯定的な回答をしている生
徒の割合は91.6％と目標に到達したが、ゲー
ムやタブレットを見る時間が長く、十分な学習
時間が確保できていない現状があることが分
かった。今後は『家庭学習チェック表』を利用
し、家庭での学習習慣の定着を図っていきた
い。

B

・『家庭学習チェック表』などで家庭での学習
習慣が定着してくれることを期待したい。学習
時間確保問題について、タブレット等の使用
時間だけではなく、それを活用しての学習内
容についても精査し、学力や成績との関係性
など分析も必要と思う。ゲームやタブレットを
見る時間については恩恵や弊害を踏まえて
指導し、また、家庭学習の大切さを保護者に
より伝わるように頑張ってほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○意識調査で、心の教育に対する生
徒・保護者のプラス評価が93％以上を
目指す。

・学年のスタッフをチームとして全職員
が道徳の授業に携わり、生徒の道徳心
（道徳的価値）の向上に努める。
・道徳の指導案や資料を共有し、ICTを
利活用して授業の充実を図る。 A

・学校評価アンケートで、道徳教育に力を入
れていると感じている割合が生徒92.4％、保
護者92.5％。
・道徳の授業についてかは各学年スタッフが
協力してTTなどを行い、生徒が主体的に考え
る授業を行っている。
・指導案や資料を学年の垣根を越えて教材研
究に励んでおり、ICTの利活用もなされてい
る。

A

・道徳教育に力を入れていると感じている割
合は生徒95.8％、保護者97.6％であった。今
後学級通信等を通じて学校で学んだことを家
庭にも返し、価値の共有に努めたい。
・ふれあい道徳では全学年統一の資料で、各
学年の特色に合わせた授業を行った。保護者
の参観も多く、生徒たちもよく考え、活動した
充実した学びとなった。

A

・これから先、社会生活を営む上で道徳教育
は大事なこと。生徒一人一人の心に染みる授
業を今後ともお願いしたい。また、授業の時だ
けでなく、日頃のちょっとした会話の中にもそ
のような思いを込めてほしい。加えて、挨拶が
できたり、落ちているゴミを拾ったりなど、
ちょっとしたことでも良いことを褒めてやり、子
どもたちに自信を持たせてほしい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的な対応ができていると
回答した教員90％以上を目指す。

・生活アンケートを月１回実施し、情報を
共有しながら予防的措置や早期発見、
早期対応に努め、適宜教育相談を行う。
・Q-Uテストを実施し、生徒の学校生活
の状況を客観的、個別的に把握するこ
とで要支援生徒に対して日常的な支援
を行う。
・保護者との連絡を密に行うなど、小さ
な情報を見逃さないよう家庭・地域・関
係機関との連携を強化する。

A

・生活アンケートを月1回実施するとともに、い
じめに特化したアンケートや教育相談も適宜
行い、いじめの早期発見、早期対応に努める
ことができた。
・Q-Uテストを1回実施し、学年会などで生徒
全体の状況把握や個々の生徒のアセスメント
に生かすことができている。
・いじめの未然防止に努めていると答えてい
る教員が90％近いので、今後は90％を大きく
超えるように更に職員の意識を上げる声かけ
をしたい。

A

・月１回の生活アンケート等適宜行い、いじめ
の早期発見、早期対応に努めた。職員会議
等で共通理解をし、全職員で共通した指導を
行うことができた。いじめの未然防止に努め
ていると答えている教員が90％と高かった。し
かし、教師のいじめ対策に対する生徒の評価
では、90％に達していない。この部分は、来年
度の課題である。
・保護者や地域との連絡・連携を密に行うとと
もに、生徒が抱える課題に早期に対応するこ
とができている。

A

・いじめアンケートを通して、問題があれば、
早期に対応していただいており、大変ありが
たい。いじめの定義が広がり、先生方もより敏
感にならざるを得ない状況で大変かと思う
が、早期に学校が介入するシステムは、いじ
めに発展する芽を摘む点で有効と思うので、
今後とも先生方には頑張ってもらいたい。

◎生徒が夢や希望を持ち、その実現に
向けて意欲的に取組もうとするための
教育活動

○教育活動等を通して、自らの夢や目
標の実現に向け努力する態度、郷土に
誇りを持つ心情を育む。
〇意識調査で「自分には良いところがあ
る」とのプラス評価90％以上を目指す。

・生徒会活動、福祉体験、職場体験、修
学旅行等での体験学習、自主研修等を
通して、体験活動を充実させる。
・キャリアパスポートを活用した計画的、
継続的な進路学習に取組む。

B

・新型コロナウイルス感染症対策等により、体
験活動の充実が図れていない状況である。し
かし、2学期は各学年で体験活動を予定して
いるので、その中で、郷土に誇りを待つ心情
を育ませたい。
・意識調査の結果、75.3％と高い数値とは言
えない。今後、学級担任等とも連携を図り、生
徒が自分の良さに気づけるような取組を全教
員でしていければと思う。

A

・2学期の体験活動や総合的な学習の時間で
の調べ活動等を通して、自らの将来や郷土に
ついて興味関心を持たせることができた。
・意識調査の結果、79.3％と高い数値とは言
えないが、中間結果から向上した。体験活動
や学校行事、普段の学級活動を通して生徒
の活躍の場面をつくったことが良かったので
はないかと考える。
・今後はキャリア・パスポートの充実を図り、
生徒自らが自分の頑張りや良さに気づけるよ
う努めたい。

A

・自らの将来に夢や希望が持てることは大変
素晴らしい。ただ郷土への関心の点では、も
う一歩学校に踏み込んで指導して頂きたい。
人口流出による太良町における若年世代の
人口減少を危惧している。太良町で育った子
どもたちが故郷を出た後も太良町に残って頑
張っている同級生や仲間に思いを馳せるこ
と、そして、太良町外からも自分に出来る応
援方法もあることなどを考える機会を作っても
らいたい。

❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒８
０％以上を目指す。
〇健康意識の調査項目で、生徒・保護
者の保健指導に関するプラス評価85%
以上を目指す。

・昼休みに運動場を開放し、積極的に運
動に取組む生徒を増やす。
・部活動への参加を推進する。
・保健室からの健康維持・増進に関する
情報発信の充実を図る。

B

・体育授業時以外の運動時間を１時間以上す
る全校生徒の割合は、81％であった。学年に
よっては達成できていない学年もあったので、
継続して啓発を進めていく必要がある。
・健康意識の検査項目プラス評価は生徒
88％、職員87.5％で達成していたが保護者は
83％だった。今後は保護者に向けて発信する
機会を増やして行きたいと思う。

A

・体育時以外の運動時間を１時間以上する全
校生徒の割合は、81％であった。昼休みに運
動場で体を動かしている生徒は、固定化して
いる。昼休みの体育館開放や生徒主体のクラ
スマッチをし、運動習慣の改善を図る必要が
ある。
・健康意識の調査項目は生徒87.7％、保護者
83％、職員92.2％となっており、いずれも十分
達成できていた。保健だよりや集会などで情
報発信し、中でも、職員の評価は上がってい
た。保護者向けの保健だよりも発行すること
ができた。

A

・昨今の子供たちの運動不足は大変気になり
ます。十代に運動に取り組むことは、個人が
運動習慣を生涯にわたって維持するためにの
大変重要なことと感じる。今後もこの取り組み
に期待したい。

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

❸「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒90％以上を目指す。

・主に給食時間を利用し、生徒自身が望
ましい食習慣を身につけようとする意欲
の醸成につなげる。

A

・生徒、職員、保護者共に、あてはまるが80％
を超えている。今後、栄養教諭からの資料も
配布されるので、有効に活用していきたい。

A

・望ましい食習慣にあてはまるが全校保護者
98.8％、全校生徒96.9%と大変高く、これからも
これまでの活動を推進していきたい。
　給食時間に実施している栄養教諭訪問も有
意義で役に立っている。今後はその内容につ
いても情報発信していきたい。

A

・良い食生活が実行されており、加えて、太良
町の給食の素晴らしさは皆さんが認めるとこ
ろである。今後も継続していただきたい。

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週水曜日を「定時退勤日」とし、行事
黒板に提示し、意識高揚を図る。
・運営委員会で議案について細部まで
検討し練り、職員会議は主に周知・確認
の場として時間短縮を図る。
・連絡事項は「スクールネット」「テレビモ
ニター」を活用し、連絡会等の回数、時
間を短くする。 B

・毎週水曜日の定時退勤日についてできてい
るとした教師は67.7％で、職員の時間外勤務
時間の削減に対する意識を高揚させる必要
がある。
・運営委員会で議案について細部まで検討し
練ったことで職員会議は主に周知・確認の場
として時間短縮が図れた。
・「スクールネット」を活用、水曜日の校時のあ
り方を工夫し時間を確保したこと、及び、会議
等で要領よく発言を行ったことで、会議を時間
内に終えることができた。

B

・毎週水曜日の定時退勤日についてできてい
るとした教師は79.7％で、中間評価時より12%
上昇した。しかしまだ改善の余地があるの
で、ワークライフバランスの重要性を説いてい
きたい。
・運営委員会で議案について細部まで検討し
練ったことで職員会議は主に周知・確認の場
として時間短縮が図れた。
・職員会議の協議事項から「生徒指導から」を
切り離し、別日に「生徒指導協議会」を設定す
ることで、会議（水曜日）の実質時間を削減で
きた。会議時間を分散化することで、町職の
方々の退勤時間がずれ込むことは削減でき
た。

B

・先生方の心身の健康があって、子どもたち
への教育の質が担保された学校がある。大
好きな先生の笑顔、その言葉に触れることで
生徒が学校に通う動機にもなり得るはず。働
き方改革について、さらに工夫を凝らし、時間
外勤務時間の減少に繋げ、先生方が元気な
学校であることを願いたい。

○家庭・地域と連携した「開かれた学校
づくり」のための工夫・改善

○学校行事や授業参観への保護者の
参加率40％以上を目指す。

・学校だよりや学年・学級通信、学校情
報メール等を活用して、家庭への連絡
や情報の発信・提供に努める。
・学校行事や授業等に外部指導者（地
域の方）を講師として招く。

A

・新型コロナウイルス感染症予防のため、外
部指導者を招くことや保護者の参観人数に制
限はあったが、対策を行い、可能な限り実施
した。また、学校メールやホームページを活用
して保護者への情報伝達も随時実施した。

A

・保護者アンケートでは、「学校の情報の発
信・提供」に関して、91.7%の高評価をいただい
た。今後も、時を逸せず積極的に学校からの
情報発信に努めていきたい。
・各教科、学年、学校が掲げる教育目標を達
成するため、可能な限りにおいて外部講師を
招き、本校生徒たちの学習につながるように
取り組んだ。今後は、講師招聘費用をいかに
捻出するかが課題である。

A

・学校からの積極的な情報発信で保護者と情
報を共有することを通して、学校理解が深ま
ると思う。今後もその姿勢を貫いていただきた
い。また、外部指導者など、学校関係者以外
の多種多様な人の考えに触れる機会は多け
れば多いほどいいので、金銭的な制約もある
かと思うが、今後も意欲的に取り組んでいた
だきたい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○支援が必要な生徒に対する理解に努
め、個に応じたきめ細かな対応ができる
校内支援体制の構築

○意識調査で、保護者及び教職員の特
別支援教育に対するプラス評価85％以
上を目指す。

・個別の支援計画を作成し、特別支援会
議やケース会議を適宜開催し、職員の
共通理解のもと、適切な支援の在り方を
探っていく。
・講師を招聘しての研修会を含め、特別
支援教育に関する研修会を数回実施
し、個々の生徒に対して適切な対応が
できるようにする。

A

・SCの助言を仰ぎケース会議を適宜開き、職
員間で情報と支援のあり方を共有し、共通意
識を持って支援・指導をすることができた。
・学校評価の「自分には良いところがある」の
評価があがるように教育相談と連携して対応
している。７月に研修会を行うことができた。
２・３年生の評価が昨年度を上回ることができ
た。

A

・学校評価アンケート（最終）の「自分には良
いところがある」の評価は、まだまだ高くなく、
次年度も継続して取り組む必要がある。
・今年度、主治医への相談を３件行った。視野
が広がり、協力して支援・指導にあたっていく
という意識が高まったことは非常に良かった。
・様々な実態の生徒たちがいる中、職員が情
報共有し、連携して対応にあたることができた
点はよかったと思われる。

A

・評価をするにあたっては学校内だけでなく、
保護者、家庭がいかにその子たちへのサ
ポートをしているのか、その状況も合わせて
評価したいのが本音。学校だけでなく家庭で
の声かけ、接し方こそ大切で、保護者が不安
であればその子は不安があって当然と思うこ
とがその理由の一つでもある。

○学校行事への参画

○生徒・保護者の学校行事への参画意
識の向上

○意識調査で、学校行事参画に対する
生徒・保護者のプラス評価85％以上を
目指す。

・生徒一人一人が役割を持ち、出番の
機会が増えるように検討し、それぞれの
学校行事を実施する。
・生徒会活動を中心に、「気づき、考え、
行動する」を念頭に置いた指導を展開し
ていく。

B

・学校行事では、生徒会を中心に企画、運営
を行い、一人一人が自分の役割を果たすため
に努力することができた。
・コロナの影響もあり、多くの保護者の方に学
校行事に参加して頂くことができなかった。ま
た、生徒会のボランティア活動についても積
極的に行うことができなかった。

A

・生徒会活動やボランティア活動等の、学校
行事参画に対するプラス評価は、生徒が
91.6％、保護者が93.9％と目標を達成するこ
とができた。しかし、コロナの影響でボランティ
ア活動を自粛したものもあるため、今後は状
況を見て、生徒会を中心に主体的にボラン
ティア活動にも取り組ませたい。

A

・ボランティア活動＝心の行動と思う。今後と
も道徳教育とともに推進していただきたい。コ
ロナが落ち着くであろう来年度活動の幅が広
がることを期待している。

○適時的確な情報発信

○学校教育目標の周知・徹底 ○教育目標「郷土を愛し、自ら学び、仲
間とともに伸びる生徒の育成」と重点目
標について、生徒・保護者・教職員への
周知率90％を目指す。

・学校教育目標、重点目標について、職
員会議等を利用して職員へ呼びかけ、
それぞれの職員の校務分掌の中で具現
化を呼びかける。
・職員会議資料やPTA役員会資料に学
校目標を掲示する。

B

・５つの目指す生徒像を意識して行動できて
いると回答した教職員は91.2%であるが、生徒
の回答は76.4％、（保護者は79.3%）であり、教
師の指導や教育活動が目指す生徒像とリン
クするようお互いが意識して行動できるように
する必要がある。

A

・５つの目指す生徒像を意識して行動できて
いると回答した教職員は90.7%、生徒の回答
は81.6％（前回より5.2%上昇）、保護者は79.3%
（前回と同様）であった。生徒には、機会ある
ごとに目指す生徒像を問い、それが持つ意味
を考えさえた効果も多少あると考える。今後
も、目指す生徒像に向けて共に邁進し、母校
に誇りが持てる生徒づくりを行っていきたい。

A

・数字に表れたように周知がよくできている
し、「目指す生徒像」を意識しての実践に先生
方に感謝したい。先生方の努力によって生徒
たちも「目指す生徒像」の具現化ができるは
ずなので、今後とも継続してお願いしたい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 太良町立多良中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

昨年度の重点目標は①魅力ある・分かる授業づくりを推進し、学力の向上を図る。②自己肯定感、自己有用感を育て、自他を大切にし、将来の夢の実現を育む。③道徳を中核とした教育活動全般を通して規範意識を
高め、豊かな人間力を育成する。の３点であった。すべての項目において、Ａ～Ｂの達成度を得ており、おおむね目標達成ができたとの評価結果であった。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

２　学校教育目標 郷土を愛し、自ら学び、仲間とともに伸びる生徒の育成

３　本年度の重点目標
①　魅力ある・分かる授業づくりを推進し、学力の向上を図る。
②　開発的生徒指導や特別活動、教育相談等の充実を図り、自己肯定感、自己有用感を育てる。
③　進路学習や道徳教育を中核とした教育活動全般、及び生徒指導の充実を通して、規範意識を高め、豊かな人間力を育成する。

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

　本年度の重点目標は①魅力ある・分かる授業づくりを推進し、学力の向上を図る。②開発的生徒指導や特別活動、教育相談等の充実を図り、自己肯定感、自己有用感を育てる。③進路学習や道徳教育を中核とした教育活動全般、及び生徒指導の
充実を通して、規範意識を高め、豊かな人間力を育成する。の３点であった。
①については、一人一人にわかりやすく教えてもらっていると答えた生徒は、84.8％であった。ただし、県学習状況調査の結果を見ると、さらに生徒たちの学習達成に向けて改善する必要があり、今後は、家庭との連携を強化し、家庭学習をより充実さ
せる仕組みを取り入れていきたい。
②については、生徒指導主事が中心となって、「開発的生徒指導」を合言葉として徹底し、生徒会活動やそれに付随する学校行事等で、生徒主体による活動に重点を置いた。また、教育相談では、定例の教育相談部会だけでなく、個別或いは組織的
対応が必要であれば、すぐに部会を開き、生徒にいかに関わっていくか情報共有を実施した。その結果、「自分にはいいところがあると思う」と回答した生徒は年度当初と比べ４％上昇した。
③については、担任を中心として学年職員全員で道徳の授業に計画的に取り組んだ。学年の掲示板にも授業の様子や生徒の感想を掲示し、学年全体で「心の教育」に努めた。意識調査の最終結果、「心の教育に努めている」と肯定的に受け止めてい
る生徒は90.0％、保護者は83.9％、教職員は87.5％であった。今後も校長だより、学年通信、学級通信を通して保護者へ発信しながら、学校全体で「心の教育」に取り組んでいきたい。
　次年度に向け、上記の反省と展望を活かして教育活動を意図的に仕組み、学校教育目標の実現につなげていきたい。

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


